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【戦　評】

阿南工業のセンターパスにより、前半戦が開始。両チームともに立ち上がり落ち着いた試合展開を
見せる。守備堅めの巻に対し、阿南工が徐々に攻め上がる。サークル内でチャンスをつくるが得点
には至らない。逆にピンチを切り抜けた巻も反撃を見せるが、集中した守備を崩せず一進一退の攻
防が続く。前半２０分阿南工がドリブル突破から劇的なチャンスを作るがGK＃１小林の好セーブに
阻まれる。巻も前半２０分PCを取得するが、精彩を欠く。前半終了間際、阿南工＃６が右からサー
クル内の＃７に決定的なパスを出し、ダイレクトシュートを放つがわずかにゴールを外れ、０―０
のまま前半を折り返す。後半が始まり、得点が欲しい両チームは果敢にゴールに攻め込む。５０
分、カウンター攻撃より、阿南工がたて続けにPCを取得。２本目を＃７秋本がボールをゴール上段
にドラックシュートを決め待望の先制点を挙げる。リズムを掴んだ阿南工は、５４分、巻のゴール
に攻め込み＃６阿部が追加点を挙げる。追いつきたい巻は、FWにボールを集め突破口を見出そうと
するが、阿南工の体を張った守備の壁を切り崩すことができず、そのまま試合終了。結果、前半０
―０、後半２―０、トータル２―０で攻守ともに最後まで粘りを見せた阿南工が巻に勝利し、２回
戦に駒を進めた。
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